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受益者のみなさまへ
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し上げ

ます。 
さて、「アライアンス･バーンスタイン・新興国成

⻑株投信Ａコース(為替ヘッジあり)」「アライアン
ス･バーンスタイン・新興国成⻑株投信Ｂコース(為
替ヘッジなし)」は、このたび第12期の決算を⾏い
ました。 

ここに、当期の運用状況をご報告申し上げます。
今後とも⼀層のお引き⽴てを賜りますよう、お願

い申し上げます。 

●当ファンドの仕組み 
当ファンドの仕組みは次のとおりです。 

 Ａコース(為替ヘッジあり） Ｂコース(為替ヘッジなし）
商 品 分 類 追加型投信／海外／株式 

信 託 期 間 2005年８⽉17日（当初設定日）から2024年８⽉28
日までです。 

運 用 方 針 

アライアンス・バーンスタイン・新興国成⻑株マザー
ファンド受益証券を主要投資対象とし、⻑期的な信託財
産の成⻑を図ることを目標に積極的な運用を⾏います。
実質外貨建資産について
は、為替ヘッジにより為替
変動リスクの低減を図る
ことを基本とします。 

実質外貨建資産については、
原則として為替ヘッジを⾏
いません。 

主 要 
運 用 対 象 

アライアンス･バーンスタイン・新興国 
成⻑株投信Ａコース(為替ヘッジあり) アライアンス・バーンスタイン・

新興国成⻑株マザーファンド受益
証券を主要投資対象とします。 アライアンス･バーンスタイン・新興国 

成⻑株投信Ｂコース(為替ヘッジなし) 
アライアンス・バーンスタイン・ 
新興国成⻑株マザーファンド 

主として新興国の株式に投資し
ます。 

組 入 制 限 

アライアンス･バーンスタイン・新興国 
成⻑株投信Ａコース(為替ヘッジあり) 

①株式への実質投資割合は、制限を
設けません。 

②外貨建資産への実質投資割合は、
制限を設けません。 

アライアンス･バーンスタイン・新興国 
成⻑株投信Ｂコース(為替ヘッジなし) 

アライアンス・バーンスタイン・ 
新興国成⻑株マザーファンド 

①株式への投資には制限を設けま
せん。 

②外貨建資産への投資には制限を
設けません。 

分 配 方 針 

毎決算時に、原則として以下の方針に基づき分配を⾏い
ます。 
①分配対象額の範囲は、経費控除後の利⼦・配当等収入お

よび売買益（評価益を含みます。）等の全額とします。
②収益分配⾦額は、委託者が基準価額⽔準、市場動向等

を勘案して決定します。ただし、分配対象額が少額の
場合等には、分配を⾏わないこともあります。 

③留保益の運用については、特に制限を設けず、「基本
方針」および「運用方法」に基づいて運用を⾏います。

 

 

アライアンス･バーンスタイン・新興国成⻑株投信Ａコース(為替ヘッジあり)
アライアンス･バーンスタイン・新興国成⻑株投信Ｂコース(為替ヘッジなし)

追加型投信／海外／株式 
第12期(決算日2017年８⽉28日) 
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アライアンス･バーンスタイン・新興国成長株投信Ａコース(為替ヘッジあり) 

Ａコース（為替ヘッジあり） 
○ 近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額

ＭＳＣＩエマージング・マーケット・
インデックス(円ヘッジベース) 株   式

組入比率
株  式 
先物比率 

債   券 
組入比率 

純 資 産
総 額

(分配落)
税 込 み 
分 配 金 

期 中
騰 落 率

 
期 中
騰 落 率

 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円
８期(2013年９月２日) 12,258 260 4.6 15,781 0.7 98.9 － 0.1 807

９期(2014年８月28日) 14,790 280 22.9 19,014 20.5 99.1 － － 787
10期(2015年８月28日) 11,912 150 △18.4 14,452 △24.0 95.9 － － 573
11期(2016年８月29日) 13,106 150 11.3 16,326 13.0 97.9 － － 591
12期(2017年８月28日) 15,755 170 21.5 19,885 21.8 95.8 － － 1,103

 
（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので､｢株式組入比率｣｢株式先物比率｣｢債券組入比率｣は実質比率を記載しております｡ 
（注） 株式組入比率には、新株予約権証券、オプション証券等を含みます。 
（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率｡ 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額

ＭＳＣＩエマージング・マーケット・
インデックス (円ヘッジベース ) 株   式

組 入 比 率
株   式 
先 物 比 率 

債   券
組 入 比 率

 騰 落 率  騰 落 率

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％
2016年８月29日 13,106 － 16,326 － 97.9 － －

８月末 13,161 0.4 16,282 △ 0.3 98.5 － －
９月末 13,424 2.4 16,565 1.5 97.0 － －
10月末 13,086 △ 0.2 16,383 0.3 99.2 － －
11月末 12,411 △ 5.3 15,564 △ 4.7 101.2 － －
12月末 12,424 △ 5.2 15,597 △ 4.5 100.7 － －

2017年１月末 13,265 1.2 16,578 1.5 96.7 － －
２月末 13,367 2.0 17,071 4.6 96.2 － －
３月末 13,884 5.9 17,614 7.9 96.5 － －
４月末 14,278 8.9 17,809 9.1 98.1 － －
５月末 14,669 11.9 18,400 12.7 94.7 － －
６月末 14,922 13.9 18,508 13.4 97.3 － －
７月末 15,584 18.9 19,468 19.2 91.4 － －

(期  末)   
2017年８月28日 15,925 21.5 19,885 21.8 95.8 － －

 
（注） 期末基準価額は分配金込み、各騰落率は期首比です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので､｢株式組入比率｣｢株式先物比率｣｢債券組入比率｣は実質比率を記載しております｡ 
（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率｡ 
（注） 月末は、各月の 終営業日です。 
 
※ ベンチマークについて 
当ファンドのベンチマークであるMSCIエマージング・マーケット・インデックス（円ヘッジベース）は、MSCIエマージング・マーケット・
インデックス（米ドルベース）をもとに、為替ヘッジに係る費用相当分を考慮して委託会社が円ヘッジベースに換算したものです。ここで
は当初設定日（2005年８月17日）を10,000として指数化しております。MSCIエマージング・マーケット・インデックスとは、MSCI Inc.が
世界のエマージング諸国の株式市場のパフォーマンスを測るために開発した指数で、各国の株式時価総額等をベースに算出されたもので
す。ヘッジコストはロンドン銀行家協会午前11時発表の３か月LIBOR金利を使用しています。   
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アライアンス･バーンスタイン・新興国成長株投信Ａコース(為替ヘッジあり) 

  
アライアンス・バーンスタイン・新興国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり）（以下「当ファンド」とい

うことがあります。）の運用状況をご報告いたします。 

 

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なり、また、ファンドの購入価額により課税条件も異なりま

すので、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 上記騰落率は、小数第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 分配金再投資基準価額およびMSCIエマージング・マーケット・インデックス（円ヘッジベース）は、期首（2016年８月29日）の値が基

準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） ベンチマークは、MSCIエマージング・マーケット・インデックス（円ヘッジベース）です。 

 

○基準価額等の推移 

基準価額（分配金（税込み）再投資）は前期末比＋21.5％※と、ベンチマークであるMSCIエマージング・マー

ケット・インデックス（円ヘッジベース）の同＋21.8％をわずかに下回るパフォーマンスとなりました。 

 
※基準価額の騰落率は、税込み分配金を決算日の基準価額で全額再投資したと仮定した場合のパフォーマンスを示しています。税金、手数

料等を考慮しておりませんので、投資家の皆様の実際の投資成果を示すものではありません。 
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アライアンス･バーンスタイン・新興国成長株投信Ａコース(為替ヘッジあり) 

○基準価額の主な変動要因 

成長の可能性が高いと判断し保有した新興国株式が上昇したことから、基準価額は上昇しました。 

 

  
新興国株式市場は、上昇しました。 

 

期初から2016年10月中旬にかけては、主要国の金融政策や原油価格の動向などに左右され、一進一退の展開

となりました。その後12月中旬にかけては、軟調に推移しました。石油輸出国機構（ＯＰＥＣ）による８年ぶ

りの減産合意はプラス材料となったものの、原油価格の下落、米国大統領選挙で勝利したトランプ氏の政策に

より米国のインフレ期待が高まり、利上げペースが加速するとの見方が広まったこと、ドル高進行などが嫌気

されました。しかし、12月下旬には、米国の金利上昇が一服したことなどから反発し、その後期末にかけても

堅調に推移しました。市場では、米国の政治的な不透明感や中東や北朝鮮での地政学リスク、世界的サイバー

攻撃などへの懸念よりも、世界の貿易拡大や新興国のインフレ圧力緩和、米国のトランプ政権の政策への期待

などが上回り、投資家のリスク選好度が高まりました。また、米連邦準備理事会（ＦＲＢ）による追加利上げ

や欧州中央銀行（ＥＣＢ）による金融緩和策の正常化が緩やかなペースで進むとの見方も、支援材料となりま

した。 
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アライアンス･バーンスタイン・新興国成長株投信Ａコース(為替ヘッジあり) 

  
当ファンドはアライアンス・バーンスタイン・新興国成長株マザーファンド（以下「マザーファンド」とい

うことがあります。）受益証券への投資を通じて、主として新興国の株式に分散投資することにより、長期的

な信託財産の成長を目指します。 

 

当ファンドは期を通じて、ほぼ全額をマザーファンド受益証券に投資しました。 

 

＜マザーファンド＞ 

ボトムアップによるファンダメンタルズ分析を行い、高い利益成長もしくは持続的な利益成長の可能性が

高いと判断される銘柄を厳選します。運用にあたっては、市場のダウンサイド・リスクに注視しながらも、長

期的な成長トレンドに支えられる、ファンダメンタルズの優れた銘柄を中心に投資する方針で臨みました。 

 

  
※ 組入比率はアライアンス・バーンスタイン・新興国成長株マザーファンドの純資産総額に対する割合です。 

セクター配分は、MSCI／S&PのGlobal Industry Classification Standard （GICS）の分類で区分しています。 

国別配分は、発行体の国籍や事業基盤等を考慮して区分しています。 
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アライアンス･バーンスタイン・新興国成長株投信Ａコース(為替ヘッジあり) 

その結果、セクター配分においては、情報技術セクターの組入比率が上昇する一方、生活必需品セクターや

資本財サービス・セクターの組入比率が減少しました。国別においては、中国や台湾の組入比率が上昇する一

方、インドやブラジルの組入比率が減少しました。 

 

個別銘柄では、インドの銀行のＨＤＦＣ銀行などを買い増したほか、中国のインターネット会社のネット

イーズや韓国のメモリー半導体メーカーのＳＫハイニックスなどを新たに組み入れました。一方、中国の銀行

の中国工商銀行などを一部売却したほか、中国の石油会社の中国海洋石油（ＣＮＯＯＣ）やインドの化学メー

カーのグラシム・インダストリーズなどを全て売却しました。 

 

株式の組入比率は期を通じて高い水準を維持しました。 

 

  
ベンチマークとの比較では、当期はセクター配分は

プラスとなったものの、銘柄選択はマイナスとなりま

した。 

セクター配分では、情報技術セクターのオーバー

ウェイトや電気通信サービス・セクターのアンダー

ウェイトなどがプラスとなりました。 

銘柄選択では、情報技術セクターなどにおける選択

がプラスとなった一方で、エネルギー・セクターやヘ

ルスケア・セクターなどにおける選択がマイナスとな

りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） ベンチマークは、MSCIエマージング・マーケット・インデック

ス（円ヘッジベース）です。 
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アライアンス･バーンスタイン・新興国成長株投信Ａコース(為替ヘッジあり) 

  
当期の収益分配については、配当等収益に基づき、基準価額水準、市場動向等を勘案し、170円（１万口当

たり、税込み）といたしました。なお、収益分配に充てなかった利益につきましては、信託財産内に留保し「運

用の基本方針」に基づいて運用を行います。 

 

分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第12期 

2016年８月30日～ 
2017年８月28日 

当期分配金 170 

(対基準価額比率) 1.068％

 当期の収益 170 

 当期の収益以外 － 

翌期繰越分配対象額 5,754 
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の当期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。

（注） ｢当期の収益」、「当期の収益以外」は小数以下切り捨てで算出しているため合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。 

（注） 上記表は、経費控除後の数値です。分配金の計算過程については、「損益の状況」の注記をご覧ください。 

 

  
引き続き、マザーファンド受益証券にほぼ全額投資する方針です。 

 

＜マザーファンド＞ 

新興国市場では国やセクター間、企業間のファンダメンタルズの格差が大きく、また為替や金利への感応度

にも差が大きいことから、選別的なアクティブ投資に適した環境と考えています。マザーファンドでは個別企

業のファンダメンタルズにフォーカスし、長期的な観点から高いクオリティや財務健全性が過小評価されて

いる企業、あるいは力強い成長性を持ち、魅力的な長期トレンドを捉えている企業に重点的に投資していく考

えです。また、リスク管理の観点から経済サイクルやマクロ経済上のリスクを抑制し、企業統治の劣る企業を

避けるとともに、経済的および政治的リスクのある国については慎重に対応します。マザーファンドが採用す

る地域横断的な独自の個別銘柄リサーチにより、利益率が高く長期に利益成長性が高い魅力的な企業を発掘

することに努めます。 

 

今後も投資環境の変化に注意を払いながら運用にあたり、運用成果の向上に全力で取り組んでいく所存で

すので、引き続きご愛顧賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 
※将来の市場環境の変動等により、当該運用方針が変更される場合があります。 
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アライアンス･バーンスタイン・新興国成長株投信Ａコース(為替ヘッジあり) 

○１万口当たりの費用明細 (2016年８月30日～2017年８月28日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 248  1.809 (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (133)  (0.969) 委託した資金の運用、基準価額の算出等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (103)  (0.754) 購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内での
ファンドの管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 12)  (0.086) 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 21   0.153  (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 

 （ 株  式 ） ( 21)  (0.153) 売買委託手数料は、組入金融商品等の売買の際に売買仲介人に支払
う手数料 

（c） 有 価 証 券 取 引 税 17   0.120  (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 

 （ 株  式 ） ( 17)  (0.120) 有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

（d） そ の 他 費 用 29   0.213  (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 14)  (0.102) 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管お
よび資金の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ そ の 他 ） ( 15)  (0.111) その他は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、信託財
産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用、受益権の管理事
務に係る費用、印刷業者等に支払う法定書類の作成・印刷・交付お
よび届出に係る費用等 

 合 計 315   2.295   

期中の平均基準価額は、13,706円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等の課されるものは消費税等相当額を含めて表示）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法に

より算出した結果です。 

（注） 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。ただし、平均基準価額は円未満切り捨て。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに

対応するものを含みます。 

（注） 各比率は、１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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アライアンス･バーンスタイン・新興国成長株投信Ａコース(為替ヘッジあり) 

○売買及び取引の状況 (2016年８月30日～2017年８月28日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円
アライアンス・バーンスタイン・新興国成長株マザーファンド 251,338 552,185 129,619 269,960

 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2016年８月30日～2017年８月28日) 

 

項 目 
当 期 

アライアンス・バーンスタイン・新興国成長株マザーファンド

(a) 期中の株式売買金額 12,991,701千円
(b) 期中の平均組入株式時価総額 8,456,048千円

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.53  
 

（注） 株式売買金額は、受け渡し代金。 

（注） 平均組入株式時価総額は、各月末現在の組入株式時価総額(外貨建株式は、当該月末日の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算し

た額)の単純平均。 

（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2016年８月30日～2017年８月28日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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アライアンス･バーンスタイン・新興国成長株投信Ａコース(為替ヘッジあり) 

○組入資産の明細 (2017年８月28日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円

アライアンス・バーンスタイン・新興国成長株マザーファンド 329,975 451,694 1,084,608
 

（注） 単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2017年８月28日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

アライアンス・バーンスタイン・新興国成長株マザーファンド 1,084,608 96.6

コール・ローン等、その他 38,629 3.4

投資信託財産総額 1,123,237 100.0
 

（注） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注） アライアンス・バーンスタイン・新興国成長株マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（11,466,632千円）の投資信託

財産総額（11,869,056千円）に対する比率は96.6％です。 

（注） 外貨建資産は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、邦貨換算に使用した為替レート

は、１米ドル＝109.11円、１メキシコペソ＝6.19円、１ブラジルレアル＝34.53円、100コロンビアペソ＝3.73円、１英ポンド＝140.62円、

１ポーランドズロチ＝30.60円、１香港ドル＝13.95円、１タイバーツ＝3.28円、１フィリピンペソ＝2.14円、100インドネシアルピア＝

0.82円、100韓国ウォン＝9.75円、１新台湾ドル＝3.61円、１インドルピー＝1.72円、１カタールリアル＝29.43円、１ケニアシリング

＝1.06円、１南アフリカランド＝8.37円、１アラブディルハム＝29.75円です。 

 

 

親投資信託残高 
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アライアンス･バーンスタイン・新興国成長株投信Ａコース(為替ヘッジあり) 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2017年８月28日現在) 

項 目 当 期 末 

  円

(A) 資産 2,239,973,259  

 コール・ローン等 4,960,524  

 
アライアンス・バーンスタイン・新興国 
成長株マザーファンド(評価額) 

1,084,608,682  

 未収入金 1,150,404,053  

(B) 負債 1,136,079,754  

 未払金 1,116,882,156  

 未払収益分配金 11,911,594  

 未払信託報酬 7,137,930  

 未払利息 12  

 その他未払費用 148,062  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,103,893,505  

 元本 700,682,002  

 次期繰越損益金 403,211,503  

(D) 受益権総口数 700,682,002口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 15,755円
 

（注） 期 首 元 本 額 451,216,697 円 、 期 中 追 加 設 定 元 本 額

327,893,385円、期中一部解約元本額78,428,080円。当期末現在

における１口当たり純資産額1.5755円。 
 

○損益の状況 (2016年８月30日～2017年８月28日) 

項 目 当 期 

  円

(A) 配当等収益 △      5,764  

 支払利息 △      5,764  

(B) 有価証券売買損益 158,121,899  

 売買益 313,351,137  

 売買損 △155,229,238  

(C) 信託報酬等 △ 13,290,274  

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 144,825,861  

(E) 前期繰越損益金 30,541,481  

(F) 追加信託差損益金 239,755,755  

 (配当等相当額) (  228,124,786) 

 (売買損益相当額) (   11,630,969) 

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 415,123,097  

(H) 収益分配金 △ 11,911,594  

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 403,211,503  

 追加信託差損益金 239,755,755  

 (配当等相当額) (  228,124,786) 

 (売買損益相当額) (   11,630,969) 

 分配準備積立金 163,461,512  

 繰越損益金 △      5,764  
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額およびその他費用等を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 第12期計算期間末における費用控除後の配当等収益額(0円)、

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額

(100,453,680円)、収益調整金額(239,749,991円)および分配準

備 積 立 金 額 (74,919,426 円 ) よ り 分 配 対 象 収 益 額 は

415,123,097 円 (10,000 口 当 た り 5,924 円 ) で あ り 、 う ち

11,911,594円(10,000口当たり170円)を分配金額としており

ます。 
 
 

 



品 名：90039_110581_012_06_アライアンス・バーンスタイン・新興国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり）_688538.docx 

日 時：2017/10/05 9:30:00 

ページ：11 

 

 

－ 11 － 

アライアンス･バーンスタイン・新興国成長株投信Ａコース(為替ヘッジあり) 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 170円
 
 
◆一般コース（分配金を受け取るコース） 
分配金は、支払期日に、ご契約いただいております販売会社よりお支払いいたしました。 

◆自動けいぞく投資コース（分配金が再投資されるコース） 
お手取り分配金は、自動けいぞく投資契約に基づいて、販売会社が税引き後のお手取り額を再投資いたしました。 

◆分配金は､｢普通分配金｣｢元本払戻金(特別分配金)｣に区分され､普通分配金に課税されます｡その区分の基準は､下記のとおりです｡ 

 

◇分配金の内訳 

 
お客様の個別元本が分配落ち後の基準価額に対して 

超えるとき 同じかまたは下回るとき 

元 本 払 戻 金 

( 特 別 分 配 金 ) 

お客様の個別元本－分配落ち後の基準価額 

(分配金を限度とします。) 
0円 

普 通 分 配 金 分配金－元本払戻金(特別分配金) 分配金 

個 別 元 本 の 修 正 修正前の個別元本－元本払戻金(特別分配金) ありません｡ 

 

（注）お客様の個別元本：原則として、お客さまの当ファンド取得金額（手数料は含まれません）の平均価格から元本払戻金(特別分配金)を

控除した額（１万口当たり）をいいます。個別元本は、お客様が当ファンドを取得されたときおよび元本払戻金(特

別分配金)が発生したときに、取得の申込みをされた販売会社によって再計算されます。 

 

◇課税上の取扱い 

①元本払戻金(特別分配金)：元本払戻金(特別分配金)は､お客様の取得元本の一部の払戻しに当たるため､課税されません｡ 
②普通分配金：個人の受益者の源泉徴収時には､配当所得として以下のように課税されます｡ 

20.315％(所得税15％､復興特別所得税0.315％､住民税５％) 
※上記は､2017年８月28日現在のものです｡税法が改正された場合等には､税率等が変更される場合があります｡ 
※法人の場合は上記とは異なります｡ 
 
※税金の取扱いの詳細については､税務専門家等にご確認されることをお勧めします｡ 
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アライアンス･バーンスタイン・新興国成長株投信Ｂコース(為替ヘッジなし) 

Ｂコース(為替ヘッジなし) 
○ 近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額

ＭＳＣＩエマージング・マーケット・
イ ン デ ッ ク ス ( 円 ベ ー ス ) 株   式

組入比率
株  式 
先物比率 

債   券 
組入比率 

純 資 産
総 額

(分配落)
税 込 み 
分 配 金 

期 中
騰 落 率

 
期 中
騰 落 率

 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円
８期(2013年９月２日) 11,830 230 30.3 16,360 26.5 98.4 － 0.1 8,417

９期(2014年８月28日) 15,053 280 29.6 20,774 27.0 97.7 － － 8,494
10期(2015年８月28日) 14,056 240 △ 5.0 18,462 △11.1 98.2 － － 6,899
11期(2016年８月29日) 13,207 120 △ 5.2 17,626 △ 4.5 98.1 － － 5,849
12期(2017年８月28日) 17,207 230 32.0 23,248 31.9 97.5 － － 7,626

 
（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので､｢株式組入比率｣｢株式先物比率｣｢債券組入比率｣は実質比率を記載しております｡ 
（注） 株式組入比率には、新株予約権証券、オプション証券等を含みます。 
（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率｡ 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額

ＭＳＣＩエマージング・マーケット・
イ ン デ ッ ク ス ( 円 ベ ー ス ) 株   式

組 入 比 率
株   式 
先 物 比 率 

債   券
組 入 比 率

 騰 落 率  騰 落 率

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％
2016年８月29日 13,207 － 17,626 － 98.1 － －

８月末 13,426 1.7 17,808 1.0 97.4 － －
９月末 13,446 1.8 17,769 0.8 97.7 － －
10月末 13,591 2.9 18,237 3.5 98.8 － －
11月末 13,822 4.7 18,589 5.5 99.4 － －
12月末 14,341 8.6 19,318 9.6 99.3 － －

2017年１月末 15,006 13.6 20,080 13.9 99.0 － －
２月末 14,979 13.4 20,466 16.1 98.6 － －
３月末 15,550 17.7 21,068 19.5 98.8 － －
４月末 15,876 20.2 21,148 20.0 97.4 － －
５月末 16,255 23.1 21,808 23.7 97.6 － －
６月末 16,721 26.6 22,164 25.7 95.6 － －
７月末 17,238 30.5 22,996 30.5 94.8 － －

(期  末)   
2017年８月28日 17,437 32.0 23,248 31.9 97.5 － － 

（注） 期末基準価額は分配金込み、各騰落率は期首比です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので､｢株式組入比率｣｢株式先物比率｣｢債券組入比率｣は実質比率を記載しております｡ 
（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率｡ 
（注） 月末は、各月の 終営業日です。 
 
※ ベンチマークについて 
当ファンドのベンチマークであるMSCIエマージング・マーケット・インデックス（円ベース）は、MSCIエマージング・マーケット・イン
デックス（米ドルベース）をもとに、わが国の対顧客電信売買相場の仲値を用いて委託会社が円換算したものです。ここでは当初設定日

（2005年８月17日）を10,000として指数化しております。MSCIエマージング・マーケット・インデックスとは、MSCI Inc.が世界のエマージ
ング諸国の株式市場のパフォーマンスを測るために開発した指数で、各国の株式時価総額等をベースに算出されたものです。 
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アライアンス･バーンスタイン・新興国成長株投信Ｂコース(為替ヘッジなし) 

  
アライアンス・バーンスタイン・新興国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし）（以下「当ファンド」とい

うことがあります。）の運用状況をご報告いたします。 

 

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なり、また、ファンドの購入価額により課税条件も異なりま

すので、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 上記騰落率は、小数第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 分配金再投資基準価額およびMSCIエマージング・マーケット・インデックス（円ベース）は、期首（2016年８月29日）の値が基準価額

と同一となるように指数化しております。 

（注） ベンチマークは、MSCIエマージング・マーケット・インデックス（円ベース）です。 

 

○基準価額等の推移 

基準価額（分配金（税込み）再投資）は前期末比＋32.0％※と、ベンチマークであるMSCIエマージング・マー

ケット・インデックス（円ベース）の同＋31.9％と同等のパフォーマンスとなりました。 

 
※基準価額の騰落率は、税込み分配金を決算日の基準価額で全額再投資したと仮定した場合のパフォーマンスを示しています。税金、手数

料等を考慮しておりませんので、投資家の皆様の実際の投資成果を示すものではありません。 
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アライアンス･バーンスタイン・新興国成長株投信Ｂコース(為替ヘッジなし) 

○基準価額の主な変動要因 

成長の可能性が高いと判断し保有した新興国株式が上昇したことや、為替相場が円安ドル高となったこと

から、基準価額は上昇しました。 

 

  
【株式市場】 

新興国株式市場は、上昇しました。 

 

期初から2016年10月中旬にかけては、主要国の金融政策や原油価格の動向などに左右され、一進一退の展開

となりました。その後12月中旬にかけては、軟調に推移しました。石油輸出国機構（ＯＰＥＣ）による８年ぶ

りの減産合意はプラス材料となったものの、原油価格の下落、米国大統領選挙で勝利したトランプ氏の政策に

より米国のインフレ期待が高まり、利上げペースが加速するとの見方が広まったこと、ドル高進行などが嫌気

されました。しかし、12月下旬には、米国の金利上昇が一服したことなどから反発し、その後期末にかけても

堅調に推移しました。市場では、米国の政治的な不透明感や中東や北朝鮮での地政学リスク、世界的サイバー

攻撃などへの懸念よりも、世界の貿易拡大や新興国のインフレ圧力緩和、米国のトランプ政権の政策への期待

などが上回り、投資家のリスク選好度が高まりました。また、米連邦準備理事会（ＦＲＢ）による追加利上げ

や欧州中央銀行（ＥＣＢ）による金融緩和策の正常化が緩やかなペースで進むとの見方も、支援材料となりま

した。 

 

【為替市場】 

円ドル相場は、円安ドル高となりました。 

期初から2016年９月下旬にかけては、日本銀行（日銀）の量的金融緩和縮小懸念などを背景に円高ドル安で

推移しました。その後は、年内の米国の利上げ観測を背景に米国金利が上昇すると円安ドル高に転じ、11月の

米国大統領選挙でのトランプ氏の勝利後は円安が加速しました。しかし12月半ば以降は、米国の金利上昇が一

服し、円高ドル安に転じました。その後も地政学リスクや、米国のトランプ政権に対するロシアへの機密情報

漏えい疑惑などの政治リスクを背景に、円高ドル安基調が続き、当期末は１ドル＝109円台となりました。 
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アライアンス･バーンスタイン・新興国成長株投信Ｂコース(為替ヘッジなし) 

  
当ファンドはアライアンス・バーンスタイン・新興国成長株マザーファンド（以下「マザーファンド」とい

うことがあります。）受益証券への投資を通じて、主として新興国の株式に分散投資することにより、長期的

な信託財産の成長を目指します。 

 

当ファンドは期を通じて、ほぼ全額をマザーファンド受益証券に投資しました。 

 

＜マザーファンド＞ 

ボトムアップによるファンダメンタルズ分析を行い、高い利益成長もしくは持続的な利益成長の可能性が

高いと判断される銘柄を厳選します。運用にあたっては、市場のダウンサイド・リスクに注視しながらも、長

期的な成長トレンドに支えられる、ファンダメンタルズの優れた銘柄を中心に投資する方針で臨みました。 

 

  
※ 組入比率はアライアンス・バーンスタイン・新興国成長株マザーファンドの純資産総額に対する割合です。 

セクター配分は、MSCI／S&PのGlobal Industry Classification Standard （GICS）の分類で区分しています。 

国別配分は、発行体の国籍や事業基盤等を考慮して区分しています。 
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アライアンス･バーンスタイン・新興国成長株投信Ｂコース(為替ヘッジなし) 

その結果、セクター配分においては、情報技術セクターの組入比率が上昇する一方、生活必需品セクターや

資本財サービス・セクターの組入比率が減少しました。国別においては、中国や台湾の組入比率が上昇する一

方、インドやブラジルの組入比率が減少しました。 

 

個別銘柄では、インドの銀行のＨＤＦＣ銀行などを買い増したほか、中国のインターネット会社のネット

イーズや韓国のメモリー半導体メーカーのＳＫハイニックスなどを新たに組み入れました。一方、中国の銀行

の中国工商銀行などを一部売却したほか、中国の石油会社の中国海洋石油（ＣＮＯＯＣ）やインドの化学メー

カーのグラシム・インダストリーズなどを全て売却しました。 

 

株式の組入比率は期を通じて高い水準を維持しました。 

 

  
ベンチマークとの比較では、当期はセクター配分は

プラスとなったものの、銘柄選択はマイナスとなりま

した。 

セクター配分では、情報技術セクターのオーバー

ウェイトや電気通信サービス・セクターのアンダー

ウェイトなどがプラスとなりました。 

銘柄選択では、情報技術セクターなどにおける選択

がプラスとなった一方で、エネルギー・セクターやヘ

ルスケア・セクターなどにおける選択がマイナスとな

りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） ベンチマークは、MSCIエマージング・マーケット・インデック

ス（円ベース）です。 
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アライアンス･バーンスタイン・新興国成長株投信Ｂコース(為替ヘッジなし) 

  
当期の収益分配については、配当等収益に基づき、基準価額水準、市場動向等を勘案し、230円（１万口当

たり、税込み）といたしました。なお、収益分配に充てなかった利益につきましては、信託財産内に留保し「運

用の基本方針」に基づいて運用を行います。 

 

分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第12期 

2016年８月30日～ 
2017年８月28日 

当期分配金 230 

(対基準価額比率) 1.319％

 当期の収益 230 

 当期の収益以外 － 

翌期繰越分配対象額 7,207 
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の当期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。

（注） ｢当期の収益」、「当期の収益以外」は小数以下切り捨てで算出しているため合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。 

（注） 上記表は、経費控除後の数値です。分配金の計算過程については、「損益の状況」の注記をご覧ください。 

 

  
引き続き、マザーファンド受益証券にほぼ全額投資する方針です。 

 

＜マザーファンド＞ 

新興国市場では国やセクター間、企業間のファンダメンタルズの格差が大きく、また為替や金利への感応度

にも差が大きいことから、選別的なアクティブ投資に適した環境と考えています。マザーファンドでは個別企

業のファンダメンタルズにフォーカスし、長期的な観点から高いクオリティや財務健全性が過小評価されて

いる企業、あるいは力強い成長性を持ち、魅力的な長期トレンドを捉えている企業に重点的に投資していく考

えです。また、リスク管理の観点から経済サイクルやマクロ経済上のリスクを抑制し、企業統治の劣る企業を

避けるとともに、経済的および政治的リスクのある国については慎重に対応します。マザーファンドが採用す

る地域横断的な独自の個別銘柄リサーチにより、利益率が高く長期に利益成長性が高い魅力的な企業を発掘

することに努めます。 

 

今後も投資環境の変化に注意を払いながら運用にあたり、運用成果の向上に全力で取り組んでいく所存で

すので、引き続きご愛顧賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 
※将来の市場環境の変動等により、当該運用方針が変更される場合があります。 
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アライアンス･バーンスタイン・新興国成長株投信Ｂコース(為替ヘッジなし) 

○１万口当たりの費用明細 (2016年８月30日～2017年８月28日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 272  1.809 (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (146)  (0.969) 委託した資金の運用、基準価額の算出等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (113)  (0.754) 購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内での
ファンドの管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 13)  (0.086) 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 22   0.149  (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 

 （ 株  式 ） ( 22)  (0.149) 売買委託手数料は、組入金融商品等の売買の際に売買仲介人に支払
う手数料 

（c） 有 価 証 券 取 引 税 18   0.118  (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 

 （ 株  式 ） ( 18)  (0.118) 有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

（d） そ の 他 費 用 29   0.195  (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 14)  (0.096) 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管お
よび資金の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ そ の 他 ） ( 15)  (0.099) その他は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、信託財
産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用、受益権の管理事
務に係る費用、印刷業者等に支払う法定書類の作成・印刷・交付お
よび届出に係る費用等 

 合 計 341   2.271   

期中の平均基準価額は、15,020円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等の課されるものは消費税等相当額を含めて表示）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法に

より算出した結果です。 

（注） 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。ただし、平均基準価額は円未満切り捨て。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに

対応するものを含みます。 

（注） 各比率は、１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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アライアンス･バーンスタイン・新興国成長株投信Ｂコース(為替ヘッジなし) 

○売買及び取引の状況 (2016年８月30日～2017年８月28日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円
アライアンス・バーンスタイン・新興国成長株マザーファンド 415,225 930,288 511,535 1,074,350

 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2016年８月30日～2017年８月28日) 

 

項 目 
当 期 

アライアンス・バーンスタイン・新興国成長株マザーファンド

(a) 期中の株式売買金額 12,991,701千円
(b) 期中の平均組入株式時価総額 8,456,048千円

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.53  
 

（注） 株式売買金額は、受け渡し代金。 

（注） 平均組入株式時価総額は、各月末現在の組入株式時価総額(外貨建株式は、当該月末日の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算し

た額)の単純平均。 

（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2016年８月30日～2017年８月28日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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アライアンス･バーンスタイン・新興国成長株投信Ｂコース(為替ヘッジなし) 

○組入資産の明細 (2017年８月28日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円

アライアンス・バーンスタイン・新興国成長株マザーファンド 3,271,931 3,175,622 7,625,303
 

（注） 単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2017年８月28日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

アライアンス・バーンスタイン・新興国成長株マザーファンド 7,625,303 97.8

コール・ローン等、その他 170,830 2.2

投資信託財産総額 7,796,133 100.0
 

（注） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注） アライアンス・バーンスタイン・新興国成長株マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（11,466,632千円）の投資信託

財産総額（11,869,056千円）に対する比率は96.6％です。 

（注） 外貨建資産は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、邦貨換算に使用した為替レート

は、１米ドル＝109.11円、１メキシコペソ＝6.19円、１ブラジルレアル＝34.53円、100コロンビアペソ＝3.73円、１英ポンド＝140.62円、

１ポーランドズロチ＝30.60円、１香港ドル＝13.95円、１タイバーツ＝3.28円、１フィリピンペソ＝2.14円、100インドネシアルピア＝

0.82円、100韓国ウォン＝9.75円、１新台湾ドル＝3.61円、１インドルピー＝1.72円、１カタールリアル＝29.43円、１ケニアシリング

＝1.06円、１南アフリカランド＝8.37円、１アラブディルハム＝29.75円です。 

 

 

親投資信託残高 
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アライアンス･バーンスタイン・新興国成長株投信Ｂコース(為替ヘッジなし) 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2017年８月28日現在) 

項 目 当 期 末 

  円

(A) 資産 7,796,133,653  

 コール・ローン等 2,869,982  

 
アライアンス・バーンスタイン・新興国 
成長株マザーファンド(評価額) 

7,625,303,671  

 未収入金 167,960,000  

(B) 負債 170,016,499  

 未払収益分配金 101,934,647  

 未払解約金 5,030,017  

 未払信託報酬 61,853,554  

 未払利息 7  

 その他未払費用 1,198,274  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 7,626,117,154  

 元本 4,431,941,198  

 次期繰越損益金 3,194,175,956  

(D) 受益権総口数 4,431,941,198口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 17,207円
 

（注） 期首元本額4,429,443,404円、期中追加設定元本額791,785,701円、

期中一部解約元本額789,287,907円。当期末現在における１口

当たり純資産額1.7207円。 
 

○損益の状況 (2016年８月30日～2017年８月28日) 

項 目 当 期 

  円

(A) 配当等収益 △        2,955  

 支払利息 △        2,955  

(B) 有価証券売買損益 1,756,589,746  

 売買益 1,921,499,544  

 売買損 △  164,909,798  

(C) 信託報酬等 △  120,024,563  

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 1,636,562,228  

(E) 前期繰越損益金 78,595,470  

(F) 追加信託差損益金 1,580,952,905  

 (配当等相当額) (  1,281,821,366) 

 (売買損益相当額) (    299,131,539) 

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 3,296,110,603  

(H) 収益分配金 △  101,934,647  

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 3,194,175,956  

 追加信託差損益金 1,580,952,905  

 (配当等相当額) (  1,281,821,366) 

 (売買損益相当額) (    299,131,539) 

 分配準備積立金 1,613,226,006  

 繰越損益金 △        2,955  
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額およびその他費用等を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 第12期計算期間末における費用控除後の配当等収益額(0円)、

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額

(861,790,950円)、収益調整金額(1,580,949,950円)および分配

準備積 立金 額 (853,369,703 円 )よ り分配 対象 収益 額は

3,296,110,603円 (10,000口当たり7,437円 )であり、うち

101,934,647円(10,000口当たり230円)を分配金額としており

ます。 
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アライアンス･バーンスタイン・新興国成長株投信Ｂコース(為替ヘッジなし) 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 230円
 
 
◆一般コース（分配金を受け取るコース） 
分配金は、支払期日に、ご契約いただいております販売会社よりお支払いいたしました。 

◆自動けいぞく投資コース（分配金が再投資されるコース） 
お手取り分配金は、自動けいぞく投資契約に基づいて、販売会社が税引き後のお手取り額を再投資いたしました。 

◆分配金は､｢普通分配金｣｢元本払戻金(特別分配金)｣に区分され､普通分配金に課税されます｡その区分の基準は､下記のとおりです｡ 
 

◇分配金の内訳 

 
お客様の個別元本が分配落ち後の基準価額に対して 

超えるとき 同じかまたは下回るとき 

元 本 払 戻 金 

( 特 別 分 配 金 ) 

お客様の個別元本－分配落ち後の基準価額 

(分配金を限度とします。) 
0円 

普 通 分 配 金 分配金－元本払戻金(特別分配金) 分配金 

個 別 元 本 の 修 正 修正前の個別元本－元本払戻金(特別分配金) ありません｡ 

 

（注）お客様の個別元本：原則として、お客さまの当ファンド取得金額（手数料は含まれません）の平均価格から元本払戻金(特別分配金)を

控除した額（１万口当たり）をいいます。個別元本は、お客様が当ファンドを取得されたときおよび元本払戻金(特

別分配金)が発生したときに、取得の申込みをされた販売会社によって再計算されます。 

 

◇課税上の取扱い 

①元本払戻金(特別分配金)：元本払戻金(特別分配金)は､お客様の取得元本の一部の払戻しに当たるため､課税されません｡ 
②普通分配金：個人の受益者の源泉徴収時には､配当所得として以下のように課税されます｡ 

20.315％(所得税15％､復興特別所得税0.315％､住民税５％) 
※上記は､2017年８月28日現在のものです｡税法が改正された場合等には､税率等が変更される場合があります｡ 
※法人の場合は上記とは異なります｡ 
 
※税金の取扱いの詳細については､税務専門家等にご確認されることをお勧めします｡ 
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